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シラスブロック/
フラッシュスタッド・フラッシュポイント

シラスブロック

シラスとは、南九州一円に分布する火砕流堆積物です。シラスブ
ロックは、シラスの特性である軽量多孔性の機能と、コンクリート平
板ブロックと同程度の強度とを併せ持った製品で、以下のような効
果を期待することができます。

1.舗装面温度制御効果により、ヒートアイランドを緩和します。
2.高保水性構造によるスリップ防止・下水道負荷を軽減します。
3.養分を含まない材質のため、雑草などの維持管理を軽減します。

●特長

天然素材シラスを使用した地球にやさしい環境づくりに

製品タイプ

ピクト表示について 標準 透水 保水 保水・透水 リサイクル

フラッシュスタッド〈電池タイプ自発光式縁石鋲〉

フラッシュポイント〈電池タイプ自発光道路鋲〉

1.トンネル、シェルター、アンダーパス等、太陽光の当たらない暗い場所に
最適

2.ソーラータイプに劣らぬ高強度発光
    ※電池交換はできません

3.白色、琥珀色、赤色、緑色、青色の5色を用意

4.バッテリー劣化の早いソーラー式と比べ10年間（５年間）確実に動作
点滅タイプ：10年、点灯タイプ：5年

5.点滅、点灯の2種類のタイプを用意
    ■点滅タイプ
    注意喚起に最適で視認性バツグンな擬似同期
    ■点灯タイプ
    カーブで線形をクッキリ見せる高速点滅

●特長

壁面・天井にも設置可能!!      

1.耐久性
電池式なのでバッテリー劣化の早いソーラー式と比べバツグンの耐久性を
もち、10年（20年）メンテナンスフリーです。
※電池2本タイプと4本タイプがございます。

2.トンネル内に設置可能
電池式なのでソーラー式では施工が困難なトンネルの中や森の中など暗
い場所でも施工が可能。

3.用途により最適な発光色を用意
道路用（白色、黄色）、トンネル用（白色、橙色）

4.視認性
3.5Hzの点滅で連続して流れて見える擬似同期発光で、高い視認性を発揮
します。

●特長

トンネルに設置できる電池式道路鋲です

参考重量:約1kg上面

前面 側面Φ
15
0

26

56

47

150㎜ 150㎜

Φ150㎜

3.5㎜

60㎜

▼GL

シラスの素地を活かした風合いを持つブロック
シラスの高保水性能により環境負荷を軽減します

■シラスエコ平板（2層タイプ）■シラスストーン（2層タイプ）
シラスの機能を活かし、地域自然素材を表層に有効活用したブロック
シラスの高保水性能により環境負荷を軽減します

シルバーホワイト
（SPG-6-1）

溶岩石
（SPG-6-4）

小　桜 桜 磯 南　国 大　磯

郡山石
（SPG-6-5）

奄美コーラル
（SPG-6-6）

ライトダーク
（SPG-6-2）

クリスタルホワイト
（SPG-6-3）

※特注により、300×300×30mm、300×300×80mm、400×400×30mm
　対応可能です。
※自然素材につき、保水状態や産地により若干色が異なる場合があります。

シラスストーン（全 3種）
規格寸法：300×300×60mm
写真はシラスストーン（溶岩石）
※受注生産が基本となります。
※特注により、洗い出し仕様対応可能です。
　(但し、SPG-6 溶岩石のみ）
※特注により、透水性仕様対応可能です。
※自然素材につき、保水状態や産地により
　若干色が異なる場合があります。

溶岩石：粒度調整「桜島溶岩」+シラス
郡山石：粒度調整「郡山石」+シラス
奄美コーラル
　　　：粒度調整「徳之島珊瑚」+シラス

●写真の製品の色は、印刷のため色調や質感が実物と若干異なる場合があります。

■シラスブロックによる舗装面温度抑制効果 ※鹿児島市データによる
　舗装面温度測定から、通常のアスファルト・コンクリート舗
装に比べてシラスブロックのほうが、舗装面温度が低いことが
判りました。この測定では、コンクリート舗装面より約 13℃低
減（コンクリート舗装最高温度時）できることが確認されまし
た。
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開発・製造元 株式会社

シラスエコ平板（全 3種）
規格寸法：300×300×60mm

写真はシラスエコ平板
（クリスタルホワイト）

▲鹿児島市「かんまちあ」




